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平成 31 年度 産業財産権人材育成協力事業 
海外からの研修生用航空券の手配業者選定について 

 
 
ご質問への回答 
 
ご質問： 

見積時のルートの選定において南米からの来日経路が北米を除く条件にて行っております。 
現状、欧州経由もしくは中東経由の 2 案がございますが、欧州経由は乗り継ぎ時間が非常に長くまた、飛行

時間も長いため総所要時間が 2 回乗継になる中東経由より時間がかかる形になります。 
料金的にも一般的には中東経由の方が安く収まる見込みです。 
つきましては経済的な経路の選定において総所要時間にて判断するのか乗継回数で判断するのかをご回答

いただければと存じます。 
 
回答： 

仕様書の見積条件にありますように、「遅延、安全性、研修生への負担を考慮」も重要な要件です。その上

で、選定条件にあります「～前述の見積条件に基づく提示価格、経路の妥当性、サービス内容等を総合的に

比較」致します。従って、「総所要時間」か「乗継回数」の 2 者択一ではなく、ルート毎にご提案頂きました

ご提示価格に加え、旅程の内容が上記要件を満たしているかを勘案して総合的に判断致します。 
 

以上 


